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景拍同

円偏波合成開口レーダ（.＿CP-SAR)の開発

o千葉大学でCP-SAR衛星の開発
。準備としてUAVを用いた地上実験

CP-SAR UAV 
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準備

目偏波（CkcularlyPolarized) -SAR 

o 画像データは不鮮明なので信号処理が必要
o Range-Dopplerアルコ＇I）ス‘ムを使用

FPGA 

o製造後に何度ち再設計できる集積回路
。 コストや消費電力を抑えられる

淘~ 州
SAR処理部 信号処理部 保存部
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千葉大学大学院融合科学研究科

提案システム

Kintex-7を用いたシステム

o八一ドウエアリソースの増大
o FPGAボード数を減少
o PCを利用しないシステムの構成
。 高速インターフエースFMCとSATAの利用

負~ UAV

SAR処理部 信号処理部 保存部

利点

o省電力化
。軽量化
。専用回路設計時の簡略化
。転送時間の短縮

［まとめ・今後の予定JI
まιめ

o Kintex-7を用いたシステムの構築
o FPGA使用数の減少
。 処理能力の向よとデータ保存の高速化
による画像処理の時間短縮

今後の予定

o UAV上で扱う画像データサイズの実装
o SATAの実装
。画像処理精度の向上
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